
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

薬価を使って薬剤料を求める計算を行う

授業の
方法

第
1
回

演
習
形
式

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

原薬量から薬価収載濃度の薬剤量への計算を理解できる

各コマに
おける

授業予定
特に小児用量の計算を行う

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

受付回数や集中度など調剤基本料に関わる事項を理解できる

各コマに
おける

授業予定
テキストの基本料関連項目を読み込む

佐々木　実
実務経験と

その関連資格
薬剤師として調剤業務および報酬請求業務に従事

科  目  名

医療秘書・情報学科

医療秘書特論Ⅰ

科　目　区　分

調剤報酬テキスト・配付プリント

保険薬局における基礎的なレセプト請求業務の知識を有し、レセプトの作成・点検ができるなどの実践力を養うことを目標とす
る。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

4校舎503月曜3限2年生 教室名

調剤報酬の算定要件を理解して、基礎的な計算ができることが目標です。毎回積み重ねていく講義形式になりますので欠席
の無いようにしてください。近年、診療報酬と連携する項目も増えてきており関連付けて学習することが大切です。

担 当 教 員

使用教材

テキスト・プリント

授業以外での準備学習
の具体的な内容

テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
5
回

第
2
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
3
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

内　　　容

調剤報酬の概略と薬価から薬剤料を算定することができる
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

服用方法により薬剤調製料・調剤管理料の算定方法が異なるこ
とを理解できる

2026

専門分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)選択必修

指定した教科書を授業後に読み毎回復習すること

試験（７０％）出席（２０％）平常点（１０％）

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

内服薬、頓服薬、外用薬の薬剤調製料・調剤管理料の算定の
練習を行う

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

服用方法により薬剤調製料・調剤管理料の算定方法が異なるこ
とを理解できる

各コマに
おける

授業予定
内服用滴剤、浸煎薬、湯薬、注射薬の調剤料算定の練習を行う



演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

手計算によるレセプト作成できる

各コマに
おける

授業予定
手計算によるレセプト作成能力を評価する

各コマに
おける

授業予定
夜間・休日等加算の算定の練習をする

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定
薬剤服用歴管理指導料の算定の練習をする

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定

麻薬処方せんについて理解し、薬剤服用歴管理指導料の麻薬
加算の算定練習をする

授業の
方法 内　　　容

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定
毒薬加算、向精神薬加算の算定の練習を行う

第
15
回

テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定

テキスト・プリント

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

計量混合加算、自家製剤加算の算定の練習を行う

テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
8
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
9
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定
時間外加算、休日加算、深夜加算の算定の練習を行う

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定
外来服薬管理料（一包化）の算定の練習を行う

第
10
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
11
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定
麻薬処方せんを理解し、麻薬加算の算定を練習する

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる

各コマに
おける

授業予定

嚥下困難者用製剤加算の算定を練習する。簡易懸濁法を理解
する

第
14
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
12
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

第
13
回

テキスト・プリント
テキスト・プリントの予習
と復習を行うこと

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法を理解できる



年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

演習

科  目  名 医療秘書特論Ⅰ 必修/選択の別 選択必修 授業時数(単位数)

2026

学        科 医療秘書・情報学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 佐々木　実
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年生 学期及び曜時限 教室名

保険薬局における基礎的なレセプト請求業務の知識を有し、レセプトの作成・点検ができるなどの実践力を養うこ
とを目標とする。

試験（７０％）出席（２０％）平常点（１０％）

第
18
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法が理解できる。（復習）

調剤報酬テキスト 教科書の予習・復習

調剤報酬テキスト・配付プリント

指定した教科書を授業後に読み毎回復習すること

調剤報酬の算定要件を理解して、基礎的な計算ができることが目標です。毎回積み重ねていく講義形式になりますので欠席
の無いようにしてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
調剤基本料、調剤料（内服・頓服・外用）の算定を行う

第
17
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

変更調剤について概要が理解できる。

調剤報酬テキスト 教科書の予習・復習

第
16
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

調剤基本料、調剤料（内服・頓服・外用）の算定ができる

調剤報酬テキスト 教科書の予習・復習

各コマに
おける

授業予定
計量混合・自家製剤・一包化加算の算定の練習を行う

各コマに
おける

授業予定

一般名処方または先発品銘柄処方からジェネリックへの
変更のルールを知る

第
20
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理症の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

第
19
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定

服薬情報等提供料および重複投薬防止加算など残薬確
認と関わる管理料の算定の練習を行う

各コマに
おける

授業予定
時間外加算等、夜間・休日等加算の算定の練習を行う

教科書の予習・復習



第
22
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

服用方法により調剤料の算定方法が異なることが理解で
きる。

第
21
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト 教科書の予習・復習

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

調剤報酬テキスト 教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定

内服用滴剤、浸煎薬、湯薬、注射薬の調剤料算定の練習
を行う

各コマに
おける

授業予定
麻薬処方せんを理解し、麻薬加算の算定を練習する

第
24
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

第
23
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各種加算料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定

かかりつけ薬剤師指導料・外来服薬支援料について理解
する

各コマに
おける

授業予定

嚥下困難者用製剤加算の算定を練習する。簡易懸濁法
を理解する

教科書の予習・復習

第
26
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

分割調剤について概要が理解できる。２

調剤報酬テキスト

第
25
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

分割調剤について概要が理解できる。

調剤報酬テキスト

教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定

医師の指示による分割調剤の方法と明細書の作成方法
について練習する

各コマに
おける

授業予定

長期保存困難および後発品お試しによる分割調剤の方
法と明細書の作成方法について練習する

教科書の予習・復習

第
28
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

第
27
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定

在宅患者訪問薬剤管理指導料および居宅療養管理指導
費（介護保険）について理解する

各コマに
おける

授業予定
服用薬剤調整支援料について理解する

教科書の予習・復習

第
30
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

手計算によるレセプト作成ができる

調剤報酬テキスト

第
29
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

薬学管理料の算定方法が理解できる。

調剤報酬テキスト

教科書の予習・復習
各コマに
おける

授業予定
授業まとめ

各コマに
おける

授業予定
緊急時在宅訪問薬剤管理指導料について理解する

教科書の予習・復習


